
18きらりと光る　まち　日野町

　

こ
の
日
野
路
に
も
青
葉
、
若
葉
の
美
し
い
季
節
が
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の

美
し
さ
に
心
が
和
み
、
そ
の
中
で
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
幸
せ
に
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
９
日
、
日
野
病
院
に
「
鳥
取
大
学
地
域
医
療
総
合
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
」
が
新
設
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
開
所
式
お
よ
び
看
板
の
上

掲
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鳥
取
県
の
委
託
に
よ
り
、
鳥
取
大
学
医
学
部
地
域
医
療
学
講

座
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
県
下
で
初
め
て
の
取
組
み
と
な
り

ま
す
。
複
数
の
診
療
科
と
連
携
し
、
こ
の
町
に
必
要
な
医
療
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
学
生
・
研
修
医
な
ど
に
地
域
医
療
現
場
で
の
実

践
を
通
じ
、
教
育
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
特
に
、
こ
の
町
に
多
い
生
活
習
慣
病
な
ど
の
一
般
的
な

病
気
を
適
切
に
診
療
で
き
る
総
合
診
療
に
重
点
を
置
い
た
教
育
と
研
究
活

動
の
場
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が
目
指
し
て
い
る
医
療
・
保
健
・
福

祉
が
連
携
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
モ
デ
ル
構
築
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
健
康

意
識
の
向
上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
最
後
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
す
で
に
、
日
野
病
院
に
は
6
月
１
日
か
ら
総
合
診
療
内
科
の
医
師

に
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
診
療
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
７
月
か
ら
は

訪
問
診
療
に
も
出
か
け
て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
試
み
が
成
功
し
定
着
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

（
6
月
9
日
記
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

町
長
の
定
期
便
第
99
回

医
療
・
保
健
・
福
祉
が
連
携
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
を
目
指
し
た
い

人口　3,498 人（-3）

男性　1,608 人（-3） 

女性　1,890 人（± 0）

世帯　1,434 戸（-2）

わたしの町
（前月比）

6 月 1 日現在5
月
届
出
分

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

清
水
　
文
江
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幸
美
　
　
67
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門
谷

石
田
　
勝
茂
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黒
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田
　
つ
じ
　
　
89
歳
　
　
榎
市

松
本
　
安
人
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歳
　
　
野
田
　

　
　（
氏
名
）　
　
　
　
　

　（
年
齢
）　
　       （
住
所
）

届
出
5
月
10
日
～
6
月
9
日
　

敬
称
略

編 集 後 記
■じめじめとした天気が続いてますね・・・毎日湿

気とたたかってます。早くカラッと晴れてほしいで

すよね（・し・）■さて、みなさんへこの広報紙が

届いている頃、私は２度目の宝仏山登山を終えてい

ることだと思います。■はじめ、登山は１年に１度

で十分だと思っていた私が、階段を上がっただけで

も息切れするこんな私が、なぜ、２度目の登山をし

ようと思ったのか・・・

それは、『そこに山があるから』

■最近は宝仏山に訪れる登山客も多く見られます。

山ガールに会えるといいな。でわ！（みやちゃん）

　先日、米子市立図書館で伯耆文化研究会主催の特別講演会「山陰のレオナ
ルド・ダ・ヴィンチ『建築と彫刻の鬼才－富次精斉』」が開催された。講師
は精斉のひ孫にあたる大阪在住の遠藤章弘氏。安政 3年に伯太町井尻で生
まれた精斉は、十代で宮大工となり、高村光雲とも親交を結び、明治・大正・
昭和にかけて建築設計、彫刻、富次式稲刈り機や精米機の機械発明など多方
面にわたって活躍した。県西部には、寺社建築や彫刻など多くの作品が在り、
この本には、日野町内の根雨神社、三谷神社、高尾神社、延暦寺、光徳寺、
舟場の厳島神社、正音寺、堤－佐々木邸、安井神社などの設計図や欄間、建
物の写真も掲載されている。読んでみると「天女像」や「波と戯れる亀」な
ど改めて地元に残っている作品を尋ね、鑑賞してみたくなる。また、精斉の
生き方、家族や地域とのかかわりも紹介されていて、時代と共にその足跡を
たどることもできる。生涯偉ぶることなく真摯に仕事と向き合った精斉は、
大阪の著者の家で 89歳で亡くなる三日前まで、作品を作り続けたという。
　この本は、著者が 6年かけて取材を重ね「起承編」「転回編」「帰結編」の
三部構成で仕上げた限定版で貸し出しはできませんが、館内でご覧いただく
ことができます。　　　　　　　　　　　　　　　　(図書館　松田　暢子 )

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～
『建築と彫刻の鬼才「富次精斉」第 1 巻～ 3 巻』

遠藤章弘　著　　朋興社
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総務課　　　　    72-0331
健康福祉課　　    72-0334
健康福祉センター           72-1852
地域包括支援センター  72-1852
企画政策課　　    72-0332

住民課        　　　72-0333
産業振興課　    　72-2101
農業委員会　    　72-2103
出納室    　　　　72-2104
議会事務局　　    72-0335

黒坂支所    　　　74-0211
教育委員会    　　72-2107
学校給食センター　　72-1167
ひのっこ保育所    72-0238

町公民館    　　　74-0212
文化センター    　72-1300
下榎集会所        　72-1191
消費生活相談窓口　72-0336

直
通
電
話

役場代表番号（夜間・休日）　72-0331

（町内の展示コーナーを紹介します）

■山陰合同銀行根雨支店　　　　金田美紀さん「手仕事大好き展」　　　　　　　6 月 23 日～ 7 月 22 日

■蔵美術館（上菅）　　  　　　　山本禎彦さん水彩画展「旅のスケッチ」　　　　　７月１日～ 7 月 31 日

■県西部地震展示交流センター　「被災ママに聞く！子連れ防災入門編」　　　  　  ７月１日～ 10 月 31 日

■ＪＲ根雨駅待合室　　   　　　「懐かしの鉄道写真展」　　　　　　　　　　　　 開催中～８月 31 日

■町文化センター・ホワイエ　   「ふるさと百景～夏の情景～」　　　　　　　　　　開催中

■オシドリ資料館　　　　　　　「平野ひろ子・花一彦」夢の共演・夫婦二人展　　開催中～ 7 月 19 日


